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写真に基づく佐賀県からのヤリマンボウの確かな記録

澤井悦郎 1,2

1〒 639–0200　奈良県北葛城郡上牧町　マンボウなんでも博物館
2〒 684–0016　鳥取県境港市花町 8–1　海とくらしの史料館

はじめに
ヤリマンボウMasturus lanceolatus (Liénard, 1840)

はフグ目マンボウ科 Molidaeヤリマンボウ属

Masturusに属し，世界中の温帯・熱帯海域に広く

分布する大型魚類である（波戸岡・萩原，2013；

松浦，2017；澤井，2017；Sawai et al., 2020）．本

種は外観が似ているマンボウ属 Molaとよく混同

されるが，下顎が上顎よりわずかに前方に突出す

ること，舵鰭（尾鰭に見える部位）の中央よりや

や背側が後方に突出すること，マンボウ属より体

型が卵形であることなどの特徴から形態的に識別

可能である（波戸岡・萩原，2013；松浦，2017；

澤井，2017; Sawai et al., 2020）．

筆者が調べた限りでは，実際に計測されたヤ

リマンボウの最大個体は全長 10 feet (304.8 cm)で

あるが（Sawai et al., 2020），日本近海における本

種の最大個体は川上・一澤（2012）が報告した全

長約 220 cmの個体である．日本近海における本

種は青森県（澤井，2020）から沖縄県（例えば，

澤井・峯水，2022）まで散発的な記録があるが，

マンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758)と比較して漁

獲は稀である（松浦，2017）．

このたび，2020年 10月と 2021年 11月に佐賀

県唐津市の虹の松原周辺の砂浜にヤリマンボウが

打ち上げられていた情報が得られ，筆者が調べた

限りでは，佐賀県からの本種の記録が見つからな

かったため，ここに確かな記録として報告する．

材料と方法
本研究で調査したヤリマンボウ 2個体に関する

写真や情報は，謝辞に記した情報提供者から得ら
れ，写真の観察から外部形態の調査を行った．本
2個体とも死亡した状態で砂浜に打ち上げられて
いるのを発見された．発見日や発見場所は以下の
とおりである：2020年 10月 14日，虹の松原ホテ
ル The Beach 近くの佐賀県唐津市鏡の砂浜
（33°26'52.8"N, 129°59'42.3"E）（Fig. 1）；2021 年 11

月 3日，唐津シーサイドホテル東館近くの佐賀県
唐津市東唐津の砂浜（33°26'57.4"N, 129°59'29.2"E）
（Fig. 2）．情報提供者による現場での目視的な観察
から，本 2個体は全長 150 cm前後と推定された．
本 2個体の種同定は上述の先行研究（波戸岡・

萩原，2013；松浦，2017；澤井，2017; Sawai et al., 

2020）にしたがった．本 2個体が発見された日を
含む旬や発見場所周辺の気象・海面水温は，気象
庁（2024a–c）のデータを読み取った．

結果と考察
種同定と打ち上げ原因の推察　本研究で調査し

た 2個体は，下顎が上顎よりわずかに前方に突出
すること（Figs. 1A, 2A），舵鰭の中央よりやや背側
が後方に突出すること（Figs. 1B, 2B矢印），体型
が卵形であることからヤリマンボウと同定された．
本 2個体がいつどこで死亡したのかは不明であ

るが，外観的に比較的新鮮なように見えるため，
死亡してからそれほど時間は経過していないもの
と推察された．ヤリマンボウは古くから冬季の日
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本海側で打ち上げられることが知られており，そ
の原因は水温低下によって弱った個体が北西の季
節風による吹送流によって沿岸に運ばれるからと
一般的に考えられている（例えば，Nishimura, 

1965；川上，2002; Sawai and Yoshida, 2019）．
本 2個体について打ち上げ場所周辺の海面水温

を調べてみると，2020年 10月中旬（2020年 10月
11–20日）は 22–23°C，2021年 11月上旬（2021年
11 月 1–10 日）は 21–22°C であった（気象庁，
2024a）．気象庁（2024b）による水深 50 m地点の
旬平均海流は，2020年 10月中旬も 2021年 11月上
旬も壱岐島（長崎県）の北沖を東から西へと流れ
ており，唐津湾の奥部に向かう海流は示されてい
なかった．一方，本 2個体の打ち上げ場所に近い
観測地点（唐津）の風を確認すると，2020年 10

月 13–14日の日平均風速は 2.0–4.5 m/s（最多風向
は北～北北東），2021年 11月 2–3日の日平均風速
は 1.2–1.6 m/s（最多風向は西北西～北西）であり，
どちらも岸に向かう弱い風が吹いていた（気象庁，

2024c）．ヤリマンボウの出現海面水温に関する知
見は乏しいが，Nyegaard et al. (2018)では 21.5–27.2 

°Cの範囲であったことが知られており，本 2個体
の出現海面水温はその下限に近いがその範囲に
入った．このことを考えると，水温が本 2個体の
直接的な打ち上げの原因になったとは考えにくく，
また本 2個体の打ち上げ時期も冬季というより秋
季であった．一方，発見時の本 2個体は比較的新
鮮であり，発見日前日から当日にかけて弱いなが
らも風が岸に向かって吹いていたことから，おそ
らく唐津湾内で弱っていたか死亡していた本 2個
体が風の影響を受けて岸に運ばれたものと推察さ
れた．
本 2個体の情報提供者は過去にも 10–11月に虹

の松原周辺の砂浜で打ち上げられた他のヤリマン
ボウ個体を確認しており（写真が得られなかった
ので本研究には含めなかった），本種は時折この地

Fig. 1. An individual of Masturus lanceolatus (around 150 cm 
estimated total length) was found stranded on beach at Kagami 
(33°26'52.8"N, 129°59'42.3"E), Karatsu City, Saga Prefecture, 
Japan, on 14 October 2020. A: anterior part of body. B: main 
body. Arrow: clavus median projection. Photographed by 
Yoshinosuke Tsuji.

Fig. 2. An individual of Masturus lanceolatus (around 150 cm 
estimated total length) was found stranded on beach at Higashi-
Karatsu (33°26'57.4"N, 129°59'29.2"E), Karatsu City, Saga 
Prefecture, Japan, on 3 November 2021. A: anterior part 
of body. B: posterior part of body. Arrow: clavus median 
projection. Photographed by Yoshinosuke Tsuji.
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域で打ち上げられるようである．また，四国新聞
社（2003）は 2003年 1月 10日に佐賀県唐津市西
浜町の砂浜（本 2個体の打ち上げ場所と近い）に
生きた状態で打ち上げられた推定全長約 1 mのマ
ンボウ 1個体を報告しているが，写真を見ると舵
鰭の中央よりやや背側が後方に突出すること，体
型が卵形であることから本研究でヤリマンボウと
再同定された．四国新聞社（2003）の個体につい
て打ち上げ場所周辺の 2003年 1月上旬の海面水温
を調べたところ，15–16 °Cであった（気象庁，
2024a）．これは上述した本種の出現海面水温範囲
より低く，従来の打ち上げ仮説が当てはまりそう
である．秋季から冬季に唐津湾に打ち上げられる
ヤリマンボウの原因をより詳細に知るためには，
さらなるデータ収集が必要である．
記録の再検討　佐賀県は日本海（玄界灘）と有

明海の 2つの海に面しているが，これらの海域は
他県も含まれるため，これらの海域でヤリマンボ
ウの記録があったとしても，単純に佐賀県の記録
として扱うことはできない．筆者がそれぞれの海
域における魚類相の文献を調査した限りでは，日
本海側（高木，1966；河野ほか，2011, 2014）でも
有明海側（高木，1966；鷲尾ほか，1996；田北ほか，
2003）でも佐賀県からのヤリマンボウの記録は見
つからなかった．また，本種の全国的な分布を扱っ
た文献でも佐賀県からの記録は見つからなかった
（Nishimura, 1965；相良・小澤，2002；山田ほか，

2007；鴨川シーワールド，2010；波戸岡・萩原，
2013；池田・中坊，2015；本村，2024）．よって，
本研究は佐賀県からのヤリマンボウの初記録を示
す可能性が考えられたが，本研究で確認できなかっ
た文献上で既に報告されている可能性もあった．
しかしながら，少なくとも本研究で調査された 2

個体（Figs. 1–2）は今まで学術的に報告されていな
いため，佐賀県からのヤリマンボウの確かな記録
となる．マンボウ属が佐賀県近海に出現すること
は知られているが（相良・小澤，2002），四国新聞
社（2003）の事例のように種が混同されている可
能性もあるため，佐賀県におけるヤリマンボウの
出現状況を詳しく知るためには，さらなる調査が
必要である．
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